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分析ツールとは

1. BookRollやLMSの学習ログを分析し、可視化する

2. 学⽣個⼈またはクラス全体の学習状況の把握に役⽴つ

3. 授業終了後に授業を振り返り、教材の改善や次の授業設
計に役⽴つ
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ステップ１：分析ツールの起動

• MoodleなどのLMSから、分析ツールを起動します

• なお、分析ツールは、LTI外部ツールなどで、事前に登録して
おく必要がある場合があります。

リンクをクリック



ステップ 2：分析する対象を選択しよう
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①教材
→「ごみについて考えよう」

②学⽣
→「全学⽣」

③期間 「⽇付指定」
→2019年4⽉1⽇00時00分

〜現在
④「分析開始」をクリック
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学習情報では対象の教材への活動履歴が閲覧できます

ステップ 3：分析結果を⾒てみよう



1. わからない点
を明確化する

6. BookRoll上の活
動について、学⽣
にメールを送る

4. 学⽣がどれだ
け教材を使って学

習したか確認

2. 重要と感じる点
を把握

3. 学⽣のとったメ
モ内容を確認

5. クイズ（⼩テス
ト）の分析

分析ツール

分析ツールでできること6



分析結果の説明をみて結果を表⽰
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[説明を閉じる]ボタンを押すことで、分析結果を⾒ることができます



1. わからない点を明確化する
2. 重要と感じる点を把握
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← ページ移動

⾚⾊マーカー

⻩⾊マーカー

【教材】は、クラス全員の学⽣のマーカーを重ねて表⽰します



1. わからない点を明確化する
2. 重要と感じる点を把握
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学⽣がわからないと感じている点（⻩⾊）や重要と感じている点
（⾚）を把握し、説明を⼯夫します。



3. 学⽣のとったメモ内容を確認
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学⽣からの質問がメモにあれば、授業中に回答します



4. 学⽣がどれだけ教材を使って学習
したか確認
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教材閲覧達成率が100%とは最初から最後のページまで閲覧したこと
を意味します。また、ページ単位の時間表⽰で閲覧に時間がかかって
いるページが分かります。



5.クイズ機能
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各ページに教師が選択式のクイズを登録できます

クイズを追加する
にはこのボタンを

押します

クイズを追加する
にはこのボタンを

押します



5.クイズ（⼩テスト）の分析
BookRollで作成したクイズの結果を⾒ることができます
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【質問毎の正解率を表⽰】

【学⽣毎の情報を表⽰】



6. BookRoll上の活動について、
学⽣にメールを送る
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 フィードバックパネル

①学⽣を選択する

②メールを送る



分析ツールでできることの
例をみてきましょう！

1. わからない点
を明確化する

5. BookRoll上の
活動について、学
⽣にメールを送る

4. 学⽣がどれだけ
教材を使って学習

したか確認

2. 重要と感じる点
を把握

3. 学⽣のとった
メモ内容を確認
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分析ツール



「わからない点」を明確化する

授業前
• キーワード「エコスラグ」は⻩⾊いマーカーが多くひかれてい

るので、授業で⼗分な説明が必要だ

授業中
• 「エコスラグ」とは何か、具体例や写真を⾒せて説明しよう。

理解できたら⻩⾊マーカーを消すよう案内しよう

授業後
• 「エコスラグ」について⻩⾊マーカーがまだたくさん残ってい

るな。わかりやすく修正して再度教材をアップロードしよう
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「わからない点」を明確化する
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エコスラグに⻩⾊い
マーカーが引かれている 具体例を⽰す

⻩⾊いマーカーを消す
ように指⽰をする

授業前 授業中 授業後



3. 学⽣のとったメモ内容を確認

授業前
• 予習：「ごみを減らすには、どのような⼯夫が

できるか考えて、メモに書いてみよう」

授業中
• 〇〇さんのアイディアはおもしろいな。詳しく

聞いて、クラスでシェアしよう。

授業後
• 復習：「今⽇の授業で学んだことを３点選び、

教材ページの最後にメモで要点をまとめよう」
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3. 学⽣のとったメモ内容を確認
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予習：学⽣がメモ
に記載

授業中：アイデアなどを
クラスでシェアする

授業後：振り返りや要点のまとめなど
をメモに記載するように促す

予習 授業中 授業後



「5. BookRoll上の活動について、
学⽣にメールを送る」予習編

予習案内

• 「ごみについて考えよう」をBookRollに掲載しました。
BookRollの機能を⽤いて予習しよう

状況確認

• 予習ができていない学⽣はいないだろうか（フィードバック
パネル、教材閲覧達成率、ページ単位の時間グラフを確認）

リマインド

• 〇〇さんは教材を⾒ていないな。授業までに⽬を通すよう、
リマインドメールを送ろう
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「5. BookRoll上の活動について、
学⽣にメールを送る」予習編
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予習案内 状況確認 リマインド



「授業中に分析ツールを活⽤する」

教材の説明

• 学⽣が⻩⾊のマーカーを使⽤した箇所について、補⾜
説明や例を追加する

ディスカッション

• ⾚⾊マーカーを引いた箇所について、なぜそこが重要
と感じたかなどのグループディスカッションができる

リマインド

• 授業中に教材閲覧達成率などを確認し、次回の授業に
向けて、改善するべき活動を案内する
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「授業後に分析ツールを活⽤する」

復習案内

• 学⽣の授業理解度や、復習が必要かどうかを分析ツー
ルの結果から確認し、必要ならメールで案内する

復習状況の確認

• クラス全体の復習における分析結果を確認する（活動
量や学習履歴）

授業の⾒直し
• 分析結果に応じて、教材と授業内容を⾒直す
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問い合わせ先

京都⼤学学術情報メディアセンター
学術データアナリティクス研究分野 事務局
（平⽇午前9時〜午後4時）
contact@let.media.kyoto-u.ac.jp
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